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■平成25年度の目標に対する自己点検・評価

Ⅰ．学長の定める重点目標

　Ⅰ－１．教員養成大学教員としての授業実践

　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）

特別支援教育専攻／田中
淳一

　中央教育審議会は、「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」答申したが
（平成24年8月28日）、その中で「教員を高度専門職業人として明確に位置付ける」と提言している。この答申の
考え方を実現するため、教員養成大学に籍を置く教員として、将来、教師を目指す学生に対してどのような授業
実践を展開すればよいか。あなたの取り組みを、①授業内容、②授業方法、③成績評価の三つの観点から示し
てほしい。

①[授業内容] 教師として備えておくべき基本的な知識のみならず、教育現場で取りざたされている事柄や課題を本学の現
職大学院生や修了生から聴取することで、学校現場に関わる内容を取り上げる。そして、その事柄や課題に根ざす背景や
解決方法の知見等を提供することで、実践との関連づけを行う。
②[授業方法]　 授業中における学生との対話を通して、授業内容の理解どを把握くし、深める。特に教員採用試験に係わ
る内容については、レポートの提出と返却を繰り返すことで知識の習得を図る。
③[成績評価]　 授業中の発言や学習意欲、レポートおよび試験により総合的な評価を行う。

① 教師として必要とされる知識を繰り返し教えることで相当、身に付いたと考えられる。また、現在の教育現場での問題も
取り上げ、教育実践において何が重要かを伝えることが出来たと思われる。このことにより、問題等について考える力が養
えたものと判断される。
②授業中における学生との会話は時間的に問題はあったが、いろいろな問題に興味をもってもらうことが出来たと考えてい
る。レポートの提出において、個人間に相当の考えの違いがあることが分かった。しかし、様々な知識の習得には役立つも
のと判断された。
③授業中の発言は少なかったが、自分の意見を明確に述べる学生が多かったことは評価できる。これは学習意欲の現れ
であり、レポートおよび試験を含めて総合的に正しい評価が出来たものと考えている。



Ⅱ．分野別

　Ⅱ－１．教育・学生生活支援
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

　Ⅱ－２．研究
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

①教員職を希望する学部および大学院生に対して、学習意欲の維持や基礎知識の獲得等を
めざした指導を行う。設定した勉強目標を達成するための努力を維持できるように努める。
②学生の授業へ積極的な参加を促し、授業中における討論等を活発に行う。
③授業内容の理解を促すため、授業の終了時あるいはオフィスアワーに、分からないことにつ
いて積極的に質問をするように指導する。
④学生からの相談に随時応じ、専攻の教員と連携し対応にあたる。

① 教師として必要とされる知識を繰り返し教えることで相当、身に付いたと考えられる。また、現在の教育現場での問題も
取り上げ、教育実践において何が重要かを伝えることが出来たと思われる。このことにより、問題等について考える力が養
えたものと判断される。
②授業中における学生との会話は時間的に問題はあったが、いろいろな問題に興味をもってもらうことが出来たと考えてい
る。レポートの提出において、個人間に相当の考えの違いがあることが分かった。しかし、様々な知識の習得には役立つも
のと判断された。
③授業中の発言は少なかったが、自分の意見を明確に述べる学生が多かったことは評価できる。これは学習意欲の現れ
であり、レポートおよび試験を含めて総合的に正しい評価が出来たものと考えている。

①以前より進めてきた研究「性ステロイドホルモンによる飲水行動の調節に関与する神経基
盤の解析」の成果をまとめ、学会誌に投稿する。
②現職教員とともに行っている研究「ノルアドレナリン神経活動調節へのグルタミン酸受容体
機構の関与」の成果を、神経科学関係の学会で発表する。
③ノートルダム清心女子大学の林泰資教授との協同研究「ストレスと脳内モノアミン神経の反
応性に関する研究」を遂行する。
④学外の研究助成の公募に積極的に申請し、外部からの資金の調達を試みる。

①エストロジェンによる飲水行動の調節に関与する神経回路の分析が終了したので、３月末に海外雑誌に投稿した。
②「ノルアドレナリン神経活動調節へのグルタミン酸受容体機構の関与」の成果の一部を、日本マイクロダイアリシス研究会
で発表した。
③ノートルダム清心女子大学の林泰資教授との協同研究「ストレスと脳内モノアミン神経の反応性に関する研究」におい
て、成果が出始めてきているので、本年中に発表予定である。
④２つの学外の研究助成の公募に応募したが、得ることはできなかった。



　Ⅱ－３．大学運営
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

　Ⅱ－４．附属学校・社会との連携，国際交流等
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

①臨床研究倫理審査委員会委員および新たに任命される委員として、本学の運営に貢献す
る。
②実験廃棄物等管理責任者としての任務を果たす。
③日中教師教育学術研究集会準備委員会委員として集会の準備を行う。

①連合大学院学校教育臨床連合講座の講座代表として、合資格教員の審査に参加した。
②大学院入試委員会、臨床研究倫理審査委員会、安全管理委員会の委員として、本学の運営に貢献した。
③実験廃棄物等管理責任者、実験廃棄物等取扱責任者としての任務を果たした。

①附属学校における研究発表会に参加し、意見交換等を行う。
②公開講座を開催し、地域の方々と交流・連携をはかる。
③教育支援講師・アドバイザーとして登録し、要請があれば現地において、支援（講演等）を行う。
④外国人留学生、教員研修留学生を受入れる。

①附属小学校学校における研究発表会に参加し、意見交換等を行うことができたが、付属支援学校の研究会とは日程の
都合上参加できなかった。
②公開講座の開催に参加した。
③教育支援講師・アドバイザーとして登録したが、要請はなかった。
④ 徳島特別支援教育事例検討会の開催に係わり、公開講演会の座長および事例ワークショップのファシリテーターとの役
割を果たした。



　Ⅲ．本学への総合的貢献（特記事項）

①日中教師教育学術研究集会準備委員会委員として集会の準備を行うと同時に、同委員会に参加し、交流を促進し、意見
交換を行った。
②徳島特別支援教育事例検討会の開催に係わり、公開講演会の座長および事例ワークショップのファシリテーターとの役
割を果たすことで、本校、特に本専攻の役割について説明し、社会に公表した。


